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世
界
の

二
O
二
コ
メ
・
食
糧
市
場
の
特
徴
と

O
年
の
日
本
農
業
の
あ
り
方
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叩
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は
じ
め
じ

ガ
ッ
ト
(
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般

協
定
)
お
よ
び
そ
れ
を
円
引
き
継
い
で
新
し
く

発
足
し
た
W
T
O
(世
界
貿
易
機
関
)
は
、

白
由
貿
易
の
利
益
の
理
念
(
自
由
貿
易
が
諸

岳
民
の
福
祉
を
極
大
に
す
る
と
の
仮
説
)
に

よ
り
貿
易
の
自
由
化
を
め
ざ
す
国
際
機
様
で

あ
る
。
一
九
九
三
年
末
の
ガ
ッ
ト
交
渉
決
着

に
よ
っ
て
、
日
本
は
九
五
年
度
に
園
内
消
費

の
四
%
か
ら
始
め
て
徐
々
に
増
や
し
て
二

0

0
0
年
に
は
八
%
コ
メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク

セ
ス
翰
入
を
行
う
。
二
O
O
一
年
か
ら
は
関
税

化
に
よ
り
日
本
の
コ
メ
輸
入
は
さ
ら
に
増
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
コ
メ
輸
入
の
自
由
化
で
あ

る
。
こ
の
白
由
化
は
白
由
貿
易
の
利
益
の
理
念

が
期
待
す
る
日
本
人
や
途
上
諸
国
の
人
々
の
福

祉
の
極
大
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

が
本
稿
で
追
求
す
る
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

コ
メ
か
ら
広
げ
て
食
糧
に
白
を
移
す
と
、

高
所
得
諸
国
の
農
業
政
策
変
更
、
人
口
爆

発
、
所
得
上
昇
と
食
糧
消
費
構
造
の
転
換
、

農
地
や
水
な
ど
食
糧
生
康
資
源
の
限
界
、
農

業
技
術
進
歩
の
限
界
、
な
と
か
ら
二
O
二
O

年
頃
に
世
界
の
食
複
需
給
は
逼
迫
す
る
と
考

I 

え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
予
測
を
行
う
。

日
本
の
農
業
政
策
、
農
産
物
貿
易
政
策
や

経
済
成
長
の
パ
タ
ー
ン
が
こ
の
ま
ま
推
移
す

る
と
、
穀
物
自
給
率
は
九
0
年
代
初
期
の
三

O
%
ほ
ど
か
ら
二
O
二
O
年
に
は
こ
O
%
ほ

と
に
な
り
、
日
本
国
民
の
食
糧
安
全
保
障
に

関
す
る
不
安
が
増
大
す
る
。
世
論
調
査
で
は

由
民
の
八
O
%
以
上
が
食
糧
は
高
く
て
も
国

内
自
給
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
日
本
は
農

業
政
策
を
転
換
し
て
日
本
農
業
を
そ
の
方
向

へ
改
革
す
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
で
は
改
革
の

呂
様
と
手
段
を
二
O
二
O
年
の
日
本
農
業
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
提
示
す
る
。



世界のコメ・食渇市場の特勘と2020年目臼本島業のあり方
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世
界
コ
メ
市
場
の
ア
ジ
ア

的
特
性
|
薄
い
市
場
と

自
給
原
理
j

2 

1 
ア
ジ
ア
諸
国
の
コ
メ
自
給
政
策
と
薄
く
不

安
定
な
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
が
世
界
コ
メ
市

場
の
ア
ジ
ア
的
特
俄
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
コ
メ
自
給

コ
メ
は
同
凶
l
が
示
す
よ
う
に
世
界
総
生
産

量
の
九
一
%
ほ
と
が
ア
ジ
ア
で
集
中
的
に
生

産
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
で
消
費

さ
れ
る
ア
ジ
ア
の
自
給
的
穀
物
で
あ
る
。
な

ぜ
コ
メ
生
産
が
ア
ジ
ア
の
集
中
す
る
か
は
、

(11 
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モ
ン
ス
ー
ン
の
多
雨
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
対
し
、
畑
作
穀
物
の
小
麦
と
メ
イ
ズ
の

生
産
は
地
球
上
の
全
大
陸
に
分
散
し
、
こ
れ

ら
の
需
給
が
大
陸
別
に
自
給
的
で
な
く
、
北

・
中
部
ア
メ
リ
カ
(
特
に
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
〉
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
所
得
諸
国
の
保
護

に
よ
り
余
剰
が
生
産
さ
れ
、
こ
の
余
剰
が
貧

し
い
発
展
途
上
諸
国
の
多
い
そ
の
他
の
大
陸

に
輸
出
檎
助
金
付
き
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
農
業
国
で
あ
る
発
展

途
上
諸
国
の
農
業
生
産
を
圧
迫
し
て
き
た
o
リ

ア
ジ
ア
で
は
、
農
家
、
農
村
、
地
域
、
国

の
各
レ
ベ
ル
で
も
、
コ
メ
は
ま
ず
自
給
す
る

こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
稲
作
曲
鹿

家
調
査
で
、
自
分
の
作
っ
た
コ
メ
を
食

べ
な
い
農
家
が
ほ
と
ん
ど
な
の
に
驚
い

た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
や
農
家
は
コ
メ
や

そ
の
他
農
産
物
の
生
産
で
自
給
で
は
な

く
、
販
売
・
輸
出
の
増
加
を
支
呂
的
と

し
て
き
た
。
こ
の
行
動
原
理
は
自
給
原

田
岐
に
対
し
「
他
絵
原
理
」
と
呼
べ
よ

吻つ。
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非常に不安定なコメの国際貿易価格
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山
非
常
に
薄
く
不
安
定
で
頼
り
に
な
ら

な
い
世
界
コ
メ
貿
易
市
場

世
界
コ
メ
貿
易
市
場
は
非
常
に
不
安
定
で

あ
る
。
国
際
貿
易
米
価
は
、
図
2
が
一
不
す
よ

う
に
小
麦
な
ど
熔
作
穀
物
に
比
べ
大
偏
に
変

動
的
で
あ
る
。
こ
の
不
安
定
性
の
理
由
は
、

ま
ず
、
世
界
の
コ
メ
貿
易
量
が
世
界
総
生
産

量
の
四
%
(
一
凶
O
O
万
ト
ン
)
ほ
ど
と
非

常
に
薄
い
た
め
で
あ
る
。
他
の
世
界
の
主
要

穀
類
の
こ
の
割
合
は
、
小
麦
で
一
九
%
、
メ

イ
ズ
一
四
%
、
大
麦
一
二
%
、
大
一
旦
二
九
%

な
ど
と
、
コ
メ
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
。
こ
れ

は
、
世
界
生
産
の
九
都
を
占
め
る
ア
ジ
ア
諸

留
の
コ
メ
が
自
給
約
に
作
ら
れ
、
コ
メ
輸
出

が
増
え
る
内
在
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
弱
い
か
ら

で
あ
る
。
引
第
二
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
出
が
主
食

で
必
需
品
で
賃
金
財
で
政
治
黙
(
後
述
)
で

あ
る
コ
メ
の
国
内
価
格
安
定
の
た
め
、
熱
帯

ア
ジ
ア
の
広
域
的
子
、
は
つ
時
や
東
ア
ジ
ア
で

の
大
冷
害
(
韓
国
で
八
一
年
、
日
本
で
九
三

年
)
直
後
に
薄
い
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
か
ら
翰

入
し
、
豊
作
時
に
は
輸
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
薄
く
不
安
定
な
世
界
コ
メ
貿

易
市
場
を
ア
ジ
ア
諸
国
は
頼
り
に
な
ら
な
い

と
判
断
し
、
主
食
で
政
治
叫
別
で
あ
る
コ
メ
の

主
た
る
供
給
一
冗
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

メ
の
国
内
供
給
と
価
格
の
安
定
を
計
る
た
め

自
給
達
成
・
維
持
政
策
を
戦
後
取
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
世
界
コ
メ
貿
易
市

場
の
薄
さ
と
不
安
定
性
と
ア
ジ
ア
諸
冨
の
コ

メ
自
給
政
策
は
招
互
檎
強
的
に
働
き
、
こ
の

薄
さ
と
不
安
定
性
は
長
期
的
に
継
続
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

コ

3 

問
ア
ジ
ア
に
お
け
る
コ
メ
の
政
治
財
性

ア
ジ
ア
諸
国
で
主
食
で
必
需
品
で
賃
金
叫
別

で
あ
る
コ
メ
は
、
価
格
が
急
騰
し
た
り
コ
メ

の
供
給
が
不
安
定
に
な
る
と
政
治
的
に
不
安

定
性
が
増
し
、
暴
動
な
ど
が
発
生
し
、
し
ば

し
ば
政
変
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
政
治
財

と
呼
ば
れ
る
。
筆
者
は
七
三
年
に
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
に
在
住
し
て
い
た
時
、
コ
メ
が
小
売

り
庄
頭
か
ら
な
く
な
り
そ
れ
が
一
つ
の
原
因

の
暴
動
と
ク
ー
デ
タ
ー
を
体
験
し
た
。
コ
メ

は
ア
ジ
ア
各
国
で
最
重
要
農
産
物
で
あ
り
、

三
O
億
人
強
の
ア
ジ
ア
人
口
の
七
割
ほ
ど
が

主
食
と
し
て
生
産
・
消
費
し
て
い
る
。
ア
ジ

ア
各
国
で
コ
メ
は
広
大
な
地
域
で
、
土
壌
、

水
、
森
林
等
自
然
資
源
・
環
境
を
利
用
し
て

生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
維
持
や
破
壊
と
密
接



に
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
メ
は
ア
ジ
ア

人
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
の
中
で
平
均
五
割
ほ
ど

(
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
七
七
%
、
タ
イ
五
五
%
、

中
国
三
五
%
、
イ
ン
ド
一
二
O
%
、
日
本
二
四

%
)
引
を
占
め
る
ほ
ど
重
要
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
地
球
上
で
ア
ジ
ア
に
貧
困
と
飢
餓
が
集

中
し
て
い
る
。
九
O
年
に
発
展
途
上
諸
国
の

貧
国
出
土
人
当
り
年
間
同
所
得
四
二

0
ド
ル
以

下
)
人
口
二
二
二
億
人
の
内
七
二
二
億
人
が

ア
ン
ア
に
住
む
と
さ
れ
る
。
F
A
O
の
推
計

で
は
、
九

0
1九
二
年
に
お
い
て
発
展
途
上

諸
国
の
飢
餓
人
口
八
・
四
億
人
の
内
五
・
二
億

人
が
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
り
こ
れ
ら

ア
ジ
ア
に
集
中
し
た
貧
困
・
飢
餓
人
口
の
多

く
が
コ
メ
を
主
食
に
し
て
い
る
。
故
に
ア
ジ

ア
で
は
コ
メ
は
特
に
こ
れ
ら
貧
困
・
飢
餓
人

口
に
留
意
し
て
、
低
く
安
定
し
た
価
格
で
安

定
的
に
供
給
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
食
糧
の

安
全
保
隙
の
確
保
で
あ
る
。
こ
れ
が
確
保
で

き
な
く
な
る
と
政
治
的
不
安
定
・
暴
動
な
ど

が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
コ
メ
に
関
す
る
食

糧
の
安
全
保
障
の
磯
保
の
た
め
、
ア
ジ
ア
諸

国
は
薄
く
不
安
定
で
頼
り
に
な
ら
な
い
世
界

コ
メ
貿
易
市
場
に
頼
ら
ず
、
コ
メ
自
給
政
策

を
採
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

世界のコメ・食糧市場の持出と2020年の日本農業のあり方

2 

2 

日
本
の
コ
メ
大
量
輸
入
が

ア
ジ
ア
諸
習
に
及
ぼ
す
影

響

川
日
本
で
の
コ
メ
の
政
治
財
性

現
在
で
も
コ
メ
が
日
本
で
政
治
財
で
あ
る

こ
と
は
、
九
三
年
の
作
況
指
数
七
五
の
大
冷

害
に
伴
う
九
開
年
の
平
成
の
コ
メ
騒
動
で
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
大
冷
害
で
二
五
O
万
ト
ン

ほ
ど
の

γ
ャ
ポ
ニ
カ
米
輸
入
が
必
要
に
な
っ

た
が
、
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
は
非
常
に
簿
く

不
安
定
で
殺
り
に
な
ら
ず
、
特
に
ジ
ャ
ポ
ニ

カ
米
は
そ
れ
ま
で
年
間
一
五
O
万
ト
ン
し
か

貿
易
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
不
可
能
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
コ
メ
騒
動
の
原
因
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
九
四
年
に
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を

八
日
ん
だ
大
量
の
コ
メ
緊
急
輸
入
を
行
い
、
九

五
年
か
ら
は
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
自
由
貿

易
の
利
益
の
埋
念
に
従
う
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ン
ド
の
合
意
お
よ
び
W
T
O
(
世
界
貿
易

機
構
)
体
制
の
下
で
コ
メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア

ク
セ
ス
輸
入
を
二

0
0
0
年
ま
で
行
い
、
そ

れ
以
後
は
コ
メ
翰
入
の
関
税
化
の
諾
否
を
国

際
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
市
貿
易

の
利
益
の
理
念
に
従
う
関
税
化
で
は
、
関
税

は
長
期
的
に
ゼ
ロ
へ
と
川
引
き
下
げ
ら
れ
、
日

本
の
コ
メ
輸
入
は
大
幅
に
増
大
す
る
。
薄
い

世
界
コ
メ
貿
易
市
場
か
ら
の
日
本
の
大
量
の

コ
メ
輸
入
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
世
界
コ
メ

市
場
に
与
え
る
の
か
。
こ
の
点
を
最
近
の
日

本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
と
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ

ス
輸
入
を
例
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

121 
饗

コ
メ
輸
出
大
国
の
タ
イ
な
ど
へ
の
影

日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
は
九
三

1
九
四
年

で
二
八
八
ト
ン
で
、
特
に
九
四
年
度
は
一
八

四
万
ト
ン
と
日
本
が
薄
い
世
界
コ
メ
貿
易
市

場
で
突
然
最
大
の
コ
メ
輸
入
関
と
な
っ
た
。

こ
の
大
量
輸
入
は
図
3
が
一
不
す
よ
う
に
世
界

最
大
の
コ
メ
輸
出
国
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
F
O

B
輸
出
米
側
を
九
三
年
十
月
か
ら
五
カ
月
で

二
倍
以
上
に
急
騰
さ
せ
た
。
第
二
の
コ
メ
輸

出
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
輪
出
米
価
も
向

じ
期
間
に
倍
増
し
て
い
る
。

ほ
ぼ
同
じ
期
間
に
、
崎
明
白
米
の
農
家
販
売

価
格
は
一
二
三
%
上
昇
し
、
バ
ン
コ
ク
の
小
売

米
価
は
七
%
上
昇
し
た
。
農
家
販
売
価
格
と

小
売
米
価
の
上
昇
は
、
減
少
し
て
き
で
い
る

と
は
い
え
ま
だ
残
存
す
る
農
村
で
コ
メ
を
質

4 
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川 卸売価絡

ーーー農家販禿価格

一ー小売価格

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貧
困
農
家
や
都
市
の

貧
困
層
を
直
撃
す
る
。

ω
コ
メ
輸
入
諸
国
へ
の
影
響

町四

4
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
で

の
低
所
得
・
貧
国
間
層
の
主
食
で
あ
る
中
・
下

級
米
の
小
売
価
格
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

ぶ"ご:¥子三ト..... _/..イJa，F ，，， -e

3月

タイ諸米価の日本の緊急申告入による急騰とその構造変化の意味
(うるち 5%) 
ci主 1987-92年の年次価格と93/94年の月次価格を示す。
〔資料)タイ国政府商務省資料より。

11~ 941:手1月9!l 7月5!l 

図3

日
本
の
緊
急
輸
入
が
始
ま
っ
た
九
三
年
十
月

か
ら
小
売
米
価
が
急
騰
し
て
い
る
。
何
回
で

膨
大
な
低
所
得
・
貧
民
局
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
全
体
の
エ
ン
ゲ
ル
係

数
が
九
一
年
の
政
府
統
計

G
E
C
E
H
r

F
gロ
2
5
-
S円
)
で
七
O

%
近
く
と
異

常
に
高
い
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
。
放
に
日
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ポゴル{中級米)

(ルピア/キロクラム)
620 

610 

600 

590 

580 

570 

560 

550 

540 

530 

520 

510 

500 
1993年1月

インドネシア(スラウェシ)小売米側の推移(月耳1)、中・下級米)

(資料)インドネンア地方政府統計資料より。

(1回 Oパツ/トノ)
16丁一一一一

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

1987 89 91 93年 1月 3!l
88 90 92 

5月3月94'李1月11月9月7月5月3月

図4

本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
は
こ
れ
ら
低
所
得
・
貧

困
層
を
危
機
に
焔
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

5 

2 

3 

コ
メ
緊
急
輸
入
お
よ
び
ミ

ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
輸
入

の
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
へ

の
影
響

日
本
の
コ
メ
の
緊
急
輸
入
と
ミ
ニ
マ
ム
・

ア
ク
セ
ス
験
入
が
将
来
の
国
際
貿
易
米
価

(
タ
イ
五
%
砕
米
8
0
T輸
出
価
格
)
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
、
計
量
経
済

学
の
自
己
図
帰
モ
デ
ル
で
予
測
し
て
み
た
。

日
本
の
輸
入
は
、
九
四
年
に
二

O
O
万
ト

ン
、
九
五
年
も
一

O
O
万
ト
ン
、
以
後
ミ
ニ

マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
翰
入
と
仮
定
し
た
。
モ
デ

ル
の
予
測
能
力
は
、
予
測
さ
れ
た
国
際
貿
易

米
繍
は
日
本
の
輸
入
に
よ
り
九
五
年
に
は
白

米
ト
ン
当
た
り
六
五
0
ド
ル
ほ
ど
に
急
騰
す

る
。
以
後
上
下
す
る
が
、
二

O
O
O
年
ま
で

の
平
均
価
絡
は
五
0
0
ド
ル
ほ
ど
で
九
三
年

九
月
の
米
価
の
二
三
四
ド
ル
と
比
べ
二
倍
強

に
な
る
。
日
本
の
大
量
の
コ
メ
輸
入
は
、
二

O
O
O
年
ま
で
の
期
間
平
均
で
貿
易
米
価
を

二
倍
程
度
山
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。



世界のコメ・食糧市場町特融と2020年の臼本農業のあり方

(米ドル/トン)
700 

さ
ら
に
日
本
の
大
量
の
コ
メ
輸
入
は
、
国

際
貿
易
米
価
の
不
安
定
性
を
増
大
し
、
米
価

の
安
定
を
強
く
望
む
ア
ジ
ア
諸
国
民
・
政
府

の
厚
生
を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
。
高
所
得
国

日
本
の
コ
メ
輸
入
需
要
の
価
格
弾
性
は
非
常

に
小
さ
く
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
大
儀
の
コ

計草f富
600 

300 

500 

400 

200 

99 (年度)

図5 国際コメ価絡への日本のコメ輸入の影響
一自己回帰モデルによる予測(1993-2000年)

日本のコメ翰入量は、 1994年200万トン、 95年100万トン、 96-2000年はミニ

アム・アクセスと仮定し計算した。

(資料)実際値は、タイ国BOT公表fOB輸出価格。

96 93 90 87 84 81 78 75 72 69 66 
100 
1963 

(注)

メ
輸
入
需
要
が
世
界
の
需
要
に
加
わ
る
か
ら

で
あ
る
。

2 

4 

自
由
貿
易
の
利
益
の
理
念

の
限
界
と
日
本
の
コ
メ
政

策
の
あ
り
方

内
外
の
日
本
コ
メ
市
場
開
開
放
の
ま
娠
は
、

国
際
経
済
学
の
自
由
貿
易
の
利
益
の
際
念
を

拠
り
所
に
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
初
頭
に
リ

カ
l
ド
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
こ
の
理
念
は
、

世
界
各
国
は
各
国
で
相
対
的
に
生
産
費
の
安

い
財
の
生
産
に
で
き
る
だ
け
特
化
し
、
そ
れ

ら
の
財
を
自
由
貿
易
す
れ
ば
各
国
民
の
福
祉

は
最
大
化
さ
れ
る
と
し
、
現
在
の
貿
易
論
争

に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

結
論
は
多
く
の
現
実
性
の
な
い
単
純
化
仮
定

を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア

の
コ
メ
の
旧
安
口
、
上
述
の
ア
ジ
ア
的
特
性
の
た

め
こ
れ
ら
忽
定
が
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

山
田
本
の
コ
メ
輸
入
自
由
化
の
ア
ジ
ア

の
膨
大
な
飢
餓
・
貧
図
人
口
へ
の
悪
影

響
自
由
貿
易
の
利
益
の
理
念
は
ア
ジ
ア
に
集

中
す
る
膨
大
な
飢
餓
・
貧
困
人
口
の
存
在
を

無
視
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
上
述
し
た
と

こ
ろ
か
ら
開
明
ら
か
な
よ
う
に
、

W
T
O
体
制

の
下
、
日
本
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
輸
入

と
関
税
化
お
よ
び
そ
れ
に
従
う
長
期
的
コ
メ

翰
入
の
自
由
化
に
よ
る
大
量
の
コ
メ
輸
入

は
、
国
際
貿
易
米
価
を
上
昇
さ
せ
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
国
'
内
米
価
を
引
き
上
げ
、
米
価
変
動

を
払
大
し
、
コ
メ
を
主
食
と
す
る
ア
ジ
ア
の
膨

大
な
飢
餓
・
貧
国
山
人
口
を
危
機
に
陥
れ
る
。

ω
薄
く
不
安
定
で
頼
り
に
な
ら
な
い
枝

界
コ
メ
貿
易
市
場
と
ア
ジ
ア
諸
国
民
・

政
府
の
圏
内
米
価
安
定
性
重
視

自
由
貿
易
の
利
益
の
理
念
は
、
諸
財
の
貿

易
市
場
は
厚
く
、
諸
国
の
貿
易
に
よ
っ
て
財

の
価
格
が
暴
騰
落
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た

価
格
不
安
定
性
(
リ
ス
ク
)
の
増
大
が
諸
医

民
の
編
祉
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
の

前
提
で
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う

に
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
は
非
常
に
薄
く
不
安

定
で
、
ア
ジ
ア
の
コ
メ
生
産
の
少
し
の
変
動

ゃ
、
八
一
年
の
抽
持
層
や
九
一
ニ

S
九
四
年
の
日

本
の
大
量
の
コ
メ
輸
入
で
貿
易
米
価
は
暴
騰

暴
浴
す
る
。
さ
ら
に
世
界
の
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米

6 



の
貿
易
量
は
例
年
の
コ
メ
貿
易
総
量
の
内
の

一
%
、
一
五
O
万
ト
ン
ほ
と
し
か
な
い
極

微
小
市
場
で
、
東
ア
ジ
ア
の
日
本
や
韓
国
の

冷
害
で
何
百
万
ト
ン
か
輸
入
し
よ
う
と
す
る

と
、
価
格
は
暴
騰
し
市
場
が
消
滅
す
る
。
こ

の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
世
界
コ
メ
貿
易
市
場

に
お
い
て
は
、
自
由
貿
易
の
利
益
は
虚
構
の

理
念
で
あ
る
。

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
医
民
は
、
主
食
で

政
治
財
で
あ
る
コ
メ
の
価
格
水
準
よ
り
も
、

国
内
米
側
と
供
給
の
安
定
の
価
値
を
重
視

し
、
政
府
と
と
も
に
、
薄
く
不
安
定
で
頼
り

に
な
ら
な
い
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
に
括
和
ら

ず
、
こ
の
価
値
を
コ
メ
自
給
の
追
求
に
よ
り

担
保
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
上
述
し
た
よ
う

に
日
本
が
コ
メ
市
場
を
開
放
し
コ
メ
輸
入
を

拡
大
す
れ
ば
米
側
が
上
昇
し
、
さ
ら
に
日
本

の
固
定
的
輸
入
需
要
は
貿
易
米
側
を
さ
ら
に

不
安
定
に
す
る
。
そ
し
て
国
内
米
価
も
よ
り

不
安
定
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
入
に

と
っ
て
大
き
な
負
の
価
値
を
持
つ
世
界
お
よ

び
閣
内
米
価
の
不
安
定
倣
(
リ
ス
ク
)
を
無

視
し
た
と
こ
ろ
で
成
り
立
つ
臼
崩
貿
易
の
利

議
の
理
念
は
、
日
本
の
コ
メ
市
場
開
放
問
題

に
対
し
て
意
味
を
失
う
。

ω
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
稲
作

と
コ
メ
自
給
の
大
き
な
外
部
性

自
由
貿
易
の
利
益
は
市
場
で
貨
幣
額
で
表

さ
れ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
企
業
利
潟

と
消
費
者
効
用
を
自
由
貿
易
に
よ
り
最
大
化

し
て
実
現
さ
れ
、
市
場
で
評
価
さ
れ
な
い
価

値
・
外
部
性
は
存
在
し
な
い
と
仮
定
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
コ
メ
自

給
に
よ
る
稲
作
、
農
業
、
農
村
の
維
持
そ
れ

自
身
と
コ
メ
の
国
内
価
格
と
供
給
の
安
定
は

ア
ジ
ア
国
民
に
大
き
な
使
益
(
外
部
性
)
を

与
え
て
い
る
。
日
本
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
が
コ
メ
輸
入
の
関
税
化
や
自

由
化
を
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
国
の
稲
作
は
長

期
的
に
は
大
部
分
崩
壊
し
、
大
量
の
コ
メ
輸

入
を
薄
く
不
安
定
な
也
界
コ
メ
貿
易
市
場
か

ら
行
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
ら
外
部

性
が
失
わ
れ
る
。
自
由
貿
易
で
失
わ
れ
る
外

部
性
の
視
点
か
ら
コ
メ
に
関
す
る
自
由
貿
易

の
利
読
の
理
念
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

川
間
寡
占
的
コ
メ
輸
出
大
国
ア
メ
リ
カ
の

不
公
正
な
対
日
コ
メ
市
場
開
放
要
求

自
由
貿
易
の
利
益
の
理
念
は
小
輸
出
入
国

が
多
数
存
在
す
る
競
争
的
貿
易
市
場
を
前
提

に
し
て
い
る
。
ア
メ
り
カ
は
寡
占
的
コ
メ
輸

出
大
国
で
あ
り
、
そ
の
コ
メ
政
策
は
過
剰
米

生
産
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
政
策
と
い
う
性
格

を
持
っ
て
お
り
、
八
六
年
の
最
初
の
対
日
コ

メ
市
場
開
放
要
求
は
、
コ
メ
政
策
の
失
敬
に

よ
る
膨
大
な
累
積
過
剰
米
の
処
分
を
目
的
と

し
て
い
る
0
1
だ
か
ら
こ
の
要
求
は
、
コ
メ

輸
出
大
国
ア
メ
リ
カ
の
寡
占
者
的
で
不
公
正

な
要
求
で
あ
る
。

w
T
O体
制
の
下
で
の
日
本
の
コ
メ
の
ミ

ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
総
入
、
二

O
O
一
年
か

ら
の
関
税
化
、
そ
し
て
長
期
的
完
全
自
由
化

は、

W
T
O
の
経
済
効
率
至

k
主
義
の
自
由

貿
易
の
利
益
の
理
念
の
実
現
で
あ
る
。
し
か

し
上
で
述
べ
た
よ
う
に
日
本
の
コ
メ
市
場
開

放
論
を
さ
さ
え
る
こ
の
自
由
貿
易
の
利
誌
の

理
念
は
、
コ
メ
の
場
合
、
膨
大
な
貧
困
・
鋭

餓
人
口
、
世
界
コ
メ
貿
易
市
場
の
薄
さ
・
リ

ス
ク
、
稲
作
の
外
部
性
、
コ
メ
貿
易
市
場
の

寡
占
性
の
故
に
そ
の
存
立
基
盤
は
な
い
。
日

本
の
コ
メ
市
場
の
開
放
は
、
日
本
の
コ
メ
翰

入
の
増
大
に
よ
り
、
国
際
的
に
は
貿
易
米
価

と
ア
ジ
ア
諸
国
の
園
内
米
価
を
引
き
上
げ
、

両
米
価
の
不
安
定
倣
も
増
や
し
、
ア
ジ
ア
の

膨
大
な
飢
餓
・
貧
困
人
口
を
窮
地
に
陥
れ
、

7 
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貿
易
の
利
益
よ
り
多
い
、
日
本
の
コ
メ
市
場

の
開
放
は
す
べ
き
で
は
な
い
。
コ
メ
自
給
政

策
を
、
国
内
生
産
・
流
通
の
効
率
化
政
策
を

伴
い
つ
つ
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

稲
作
の
拡
大
が
熱
帯
森
破
壊
と
土
壌
侵
食
を

も
た
ら
す
。
園
内
的
に
は
稲
作
の
崩
壊
に
よ

り
そ
の
外
部
効
果
、
す
な
わ
ち
稲
作
・
農
業

.
農
村
の
維
持
に
よ
る
自
然
環
境
・
資
源
の

保
全
と
有
効
利
用
や
景
観
や
地
域

の
伝
統
文
化
・
生
活
・
社
会
・
経

済
の
維
持
等
と
、
コ
メ
自
給
維
持

に
よ
る
国
内
米
価
と
供
給
の
安
定

と
安
心
の
維
持
と
が
失
わ
れ
る
。

「
自
由
貿
易
の
宝
百
」
の
方
が
自
由

3 

ニ
O
Z
O年
の
世
界
穀
物
需
要

3 

1 
M
W

年
穀
物
危
機
の
長
期
的
要
因

世界の重要被物在庫率の推移

各作物年期末在庫率

図6
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世
界
の

穀
物
在
庫

率
(
消
費

量
に
対
す

る
在
庫
量

の
割
合
)

が
八
七
年

以
来
傾
向

的
に
減
少

し
、
穀
物

価
格
が
高

騰
し
た
。

U
S
D
A
 

の
九
七
年

八
月
発
表

の
デ
ー
タ
で
は

8
6
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
穀

物
合
計
の
予
想
復
庫
率
は
九
七
/
九
八
作
物

年
末
一
五
工
二
%
、
内
小
麦
は
二
了
五
%
、

コ
メ
は
一
回
・
O
%
、
組
粒
穀
物
(
コ
メ
、

小
麦
以
外
の
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
主
と
し
て

飼
料
用
穀
物
)
は
一
了
八
%
と
軒
並
み
F

A
O
の
安
全
水
準
の

7
七
%
ぎ
り
ぎ
り
か
そ

れ
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
在
庫

率
は
コ
メ
以
外
は
戦
後
最
低
水
準
に
な
っ
て

お
り
、
七
四
年
の
食
糧
危
機
の
時
よ
り
低

く
、
九
四
/
九
五
作
物
年
期
末
以
来
低
水
準

に
低
迷
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反

映
し
て
シ
カ
コ
穀
物
先
物
価
格
や
バ
ン
コ
ク

の
コ
メ
輸
出
価
格
は
九
五
年
初
め
頃
か
ら
九

六
年
に
か
け
て
大
縞
に
上
昇
し
た
。

こ
の
穀
物
在
庫
率
の
低
下
は
、
ア
メ
リ
カ

の
九
五
年
の
穀
物
の
減
収
な
と
短
期
的
要
因

も
働
い
て
い
る
が
、
欧
米
の
農
業
政
策
の
転

換
、
穀
物
生
産
の
制
約
穀
物
需
要
の
急
増
な
ど

長
期
的
要
因
に
よ
り
一
強
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

3 

2 

欧
米
の
農
業
政
策
転
換

欧
米
は
戦
後
八
0
年
代
中
期
ま
で
世
界
の

大
穀
物
過
剰
・
輸
出
地
帯
・
国
で
あ
っ
た
。

8 



し
か
し
欧
米
は
八
0
年
代
後
半
か
ら
そ
れ
以

前
の
保
護
強
化
・
過
剰
生
産
・
ダ
ン
ピ
ン
グ

輸
出
政
策
か
ら
保
護
引
き
下
げ
・
過
剰
削
減

・
地
域
格
差
是
正
・
環
境
保
全
政
策
へ
農
業

政
策
を
転
換
し
て
き
た
。

E
C
は
七
0
年
代

に
C
A
P
(共
通
農
業
政
策
)
の
輸
入
課
徴

金
、
輸
出
補
劫
金
、
国
内
価
格
支
持
に
よ
っ

て
穀
物
で
は
七
0
年
代
ま
で
年
一
一
一
0
0
0
万

ト
ン
ほ
ど
の
純
輸
入
を
行
っ
て
い
た
の
を
八

0
年
代
末
か
ら
は
年
二

0
0
0
万
ト
ン
以
上

輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
0
年
代
中
期

に
は
膨
大
な
過
剰
農
産
物
が
累
積
し
た
。
れ
れ
い

C
の
食
糧
政
策
転
換
は
八
二
年
の
生
産
調
整

と
支
持
価
格
引
き
下
げ
か
ら
始
ま
り
徐
々
に

強
化
さ
れ
、
支
持
価
格
の
火
幅
引
き
下
げ
・

生
産
調
整
・
直
接
補
劾
に
よ
る
中
小
規
模
経

営
の
保
護
〈
若
年
農
業
経
営
者
へ
の
特
別
援

助
措
置
了
粗
放
化
に
よ
る
環
境
保
全
(
条

件
不
利
地
域
、
環
境
保
全
地
域
に
対
す
る
特

別
措
置
)
な
ど
を
内
容
と
す
る
九
二
年
の
大

農
政
改
革
と
な
り
、
九
三
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ

.
ラ
ウ
ン
ド
合
意
に
つ
な
が
る
。

六
0
年
代
に
は
年
四
0
0
0
万
ト
ン
ほ
と

だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
輸
出
は
七
四
年
の

世
界
食
糧
危
機
を
契
機
と
し
た
農
業
保
護
の

強
化
を
反
映
し
て
増
加
を
続
け
、
八
一
年
に

は
ピ
ー
ク
の
一
億
一
二
七
O
万
ト
ン
に
達
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
過
度
の
国
内
保
護
、

ド
ル
高
、
そ
し
て
E
C
の
穀
物
輸
出
の
急
増

を
受
け
て
八
0
年
代
中
期
ま
で
穀
物
輸
出
は

急
減
し
、
七
0
年
代
中
期
の
五
0
0
0
万
ト

ン
ほ
ど
だ
っ
た
穀
物
在
庫
が
八
六
年
に
は
二

億
ト
ン
ほ
と
に
急
増
し
、
そ
の
他
の
農
産
物

過
剰
在
庫
も
累
積
し
た
。
八
五
年
、
九
O
年

農
業
法
で
生
産
制
限
と
輸
出
補
助
金
制
度
が

強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
保
護
削
減
・
過

剰
抑
制
は
九
三
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

農
産
物
貿
易
合
意
へ
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
。

以
上
の
よ
う
な
欧
米
の
農
業
政
策
の
転
換

は
、
図
7
で
世
界
の
先
進
諸
国
(
欧
米
が
こ

れ
ら
諸
国
の
食
料
輸
出
の
大
部
分
を
占
め

る
)
の
食
糧
の
純
輸
出
量
が
戦
後
八
七
年
ま

で
傾
向
的
に
増
加
し
て
い
た
の
が
、
そ
の
後

急
減
し
、
世
界
の
途
上
諸
霞
の
食
糧
純
輸
出

量
が
こ
れ
と
逆
の
動
き
を
す
る
こ
と
に
示
さ

れ
る
。
こ
の
転
換
は
、
九
一
一
年
の

E
C
の
農

政
改
革
、
九
O
年
の
ア
メ
リ
カ
農
業
法
と
九

三
年
末
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
農
援
物

合
意
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、

W
T
O体
制
と
ア

メ
リ
カ
の
九
六
年
農
業
法
と
E
U
の
農
業
保
護

削
減
の
整
問
の
下
、
一
干
福
山
紀
に
か
け
て
継

続
さ
れ
、
八

0
年
代
中
出
掛
か
ら
逓
減
し
て
き

た
世
界
穀
物
産
庫
を
低
位
に
保
ち
、
官
向
位
貿

易
穀
物
価
格
の
状
態
が
維
持
さ
れ
よ
う
。

9 

3
i
3
供
給
要
因

穀
物
の
長
期
供
給
規
定
要
因
に
は
土
地
、

水
・
滋
淑
な
ど
自
然
資
源
と
農
業
技
術
な
ど

が
あ
る
。
世
界
の
耕
地
面
積
の
年
増
加
率

は、

F
A
O
の
デ

i
タ
で
は
六
O
、
七
O
、

八
0
年
代
に

0
・…二三、

0
・
二
八
、

0
・一

八
%
と
減
少
し
て
き
た
。
後
述
す
る
よ
う
に

人
口
爆
発
は
こ
の
間
激
化
し
て
き
た
か
ら
、

世
界
の
人
口
一
人
当
た
り
穀
物
収
穫
面
積
は

五
O
年
の

0
・
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
九
四

年
の

0
・
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
傾
向
的
に
減

少
し
て
き
た
。
世
界
の
穀
物
総
収
穫
面
積
も

七
七
年
の
七
・
六
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ピ

i
ク

ま
で
増
加
し
た
が
、
そ
れ
以
後
傾
向
的
に
減

少
し
、
九
四
年
に
は
六
・
九
億
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
な
っ
て
い
る
。

F
A
O
の
八
九
年
の
デ

i
タ
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
総
耕
地
は
約
一
五
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

内
八
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
途
上
国
に
あ
る
。
ま
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た
七
四
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
世
界
の
放
牧
地
と

森
林
の
総
面
様
で
、
内
四
二
%
が
途
上
国
に

あ
る
。
二

1
一
世
紀
に
か
け
て
の
経
済
の
急

成
長
と
人
口
爆
発
は
主
と
し
て
途
上
閣
で
発

生
す
る
か
ら
、
農
地
の
供
給
の
問
題
は
第
一

に
途
上
国
の
放
牧
地
と
森
林
の
内
ど
れ
だ
け

が
穀
物
生
産
に
転
用
で
き
る
か
で
あ
る
。
ド

A
O
は
中
医
を
除
い
た
九
二
の
途
上
国
に
対

し
て
、
土
壌
、
地
形
、
気
温
、
水
条
件
か
ら

途
上
国
で
重
要
な
二
一
の
作
物
の
最
低
ど
れ

か
一
つ
の
潜
夜
耕
作
可
能
面
積
を
推
計
し

た
o
川
そ
れ
は
現
在
の
耕
作
面
積
の
七
・
六
億

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
一
八
億
ヘ
ク
タ
ー
ル

強
と
非
常
に
広
い
。
そ
の
大
部
分
す
な
わ
ち

凶
八
%
は
南
ア
メ
リ
カ
、
四
四
%
は
サ
ブ
・

サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の

よ
う
な
大
規
模
な
牧
草
地
と
森
林
の
転
換
は

程
こ
り
そ
う
に
な
い
。
F
A
O
は
同
じ
報
告

書
で
、
中
国
を
肱
怖
く
途
上
国
で
二
O
一
O
年

ま
で
に

0
・
九
三
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
け
耕
地

が
増
加
す
る
と
推
計
す
る
。
こ
の
よ
う
に
実

際
の
耕
地
拡
大
が
非
常
に
小
さ
い
の
は
、
特

に
途
上
諸
国
で
の
耕
地
す
な
わ
ち
殺
物
生
康

拡
大
は
、
増
産
さ
れ
た
地
域
で
穀
物
が
需
要

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
な
い
し
所
得
分

配
の
観
点
か
ら
各
閑
な
い
し
各
大
陸
の
、
大

部
分
が
農
民
で
あ
る
人
々
の
農
業
(
穀
物
)

生
産
の
増
加
は
所
得
日
穀
物
需
要
の
増
大
を

伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
穀
物
生
康

と
穀
物
需
要
の
地
域
内
相
互
依
存
」
呼
ぶ
。

し
か
し
南
ア
メ
リ
カ
や
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
・
ア

フ
リ
カ
の
途
上
諸
国
に
は
全
途
上
諸
国
の
人

口
の
そ
れ
ぞ
れ
一
O
%
強
の
人
口
し
か
存
在

し
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
大
陸
で
の
広
大
な
可

耕
地
は
ほ
と
ん
ど
間
開
拓
さ
れ
な
い
。
地
域
内

相
互
依
存
が
十
分
働
か
な
い
の
で
あ
る
oη

経
済
成
長
に
伴
-
7
農
地
の
非
農
業
用
転
用

は
日
本
の
農
地
法
制
度
の
よ
う
な
農
地
を
確

保
す
る
制
度
が
存
在
し
な
い
、
か
つ
経
済
成

長
の
早
い
ア
ジ
ア
で
は
、
特
に
速
く
起
こ

る
。
中
園
、
タ
イ
、
ジ
ャ
ワ
な
と
で
、
優
良

農
地
が
工
場
、
住
宅
、
道
路
、
投
機
需
要
な

ど
へ
急
速
に
転
用
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
の
過

去
二
O
年
ほ
ど
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
の

ハ
ン
コ
ク
を
と
り
ま
く
一
O
O
万
ヘ
ク
タ

i

ル
ほ
ど
の
メ
ナ
ム
・
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
・
デ
ル

タ
の
優
良
稲
作
地
は
急
速
に
転
用
さ
れ
、
ま

た
耕
作
放
棄
さ
れ
て
き
た
o

人
口
爆
発
と
経

済
成
長
は
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
継
続
す
る

か
ら
、
世
界
で
の
耕
地
お
よ
び
耕
作
而
積
の

10 



長
期
的
希
少
性
は
増
大
し
よ
う
。

土
壌
劣
化
は
世
界
で
進
行
し
て
い
る
。
あ

る
研
究
に
よ
れ
ば
地
球
上
の
二
ニ

O
億
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
の
内
一
五
%
〈
二

O
億
ヘ
ク

タ
ー
ル
)
の
土
壌
が
劣
化
の
影
響
を
受
け
て

い
る
。
叫
こ
の
う
ち
一
六
%
(
三
億
ヘ
ク

タ
ー
ル
)
が
特
に
劣
化
し
て
い
る
と
す
る
。

筆
者
が
行
っ
た
半
乾
燥
地
の
タ
イ
東
北
部
に

散
在
す
る
農
家
一
4

一O
戸
ほ
と
に
対
す
る
九
三

九
四
年
の
面
接
調
査
で
は
、
ど
の
農
家
も

例
外
な
く
主
要
作
物
の
コ
メ
と
キ
ャ
ッ
サ

ヴ
ァ
の
単
奴
の
過
去
三

O
年
ほ
と
の
期
間
の

低
下
と
そ
の
婆
因
と
し
て
土
壌
の
肥
沃
度
の

低
下
を
あ
げ
て
い
た
。

世
界
の
准
紙
面
積
の
増
加
率
は
ム
ハ
0
年
代

か
ら
七
0
年
代
に
は
年
二
%
強
あ
っ
た
が
八

0
年
代
に
は
一
%
強
に
減
少
し
て
い
る

1
七

八
年
か
ら
人
口
一
人
当
た
り
の
濯
統
面
積

は
、
そ
れ
ま
で
の
増
加
傾
向
か
ら
反
転
し
て

減
少
し
始
め
、
九
一
年
ま
で
に
六
%
減
少
し

た。

F
八
O
に
よ
れ
ば
六
0
年
代
半
ば
か
ら

八
0
年
代
半
ば
ま
で
の
食
糧
生
産
の
増
加
の
半

分
以
上
が
諜
紙
面
演
の
増
加
に
よ
る
か
ら
、
こ

れ
ら
港
淑
面
積
の
傾
州
は
食
糧
供
給
の
増
加
に

と
っ
て
大
問
題
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
経
済

的
、
管
理
的
そ
し
て
環
境
的
原
図
に
よ
る
o
u

農
業
は
世
界
の
淡
水
供
給
の
三
分
の
二
を

使
用
し
て
お
り
、
こ
の
農
業
用
水
資
源
に
も

強
い
制
約
が
働
い
て
い
る
。
世
界
各
国
の
経

済
成
長
か
ら
く
る
同
清
水
の
工
業
・
生
活
用

水
へ
の
転
用
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
北
部
、
イ

ン
ド
な
ど
で
の
地
下
水
の
農
業
用
水
へ
の
過

剰
利
用
に
よ
る
枯
渇
、
日
年
々
悪
化
す
る
黄

河
断
流
、
そ
し
て
上
述
の
進
級
投
資
の
停
滞

な
と
で
あ
る
。
筆
者
の
八
0
年
代
後
半
の
ア

メ
リ
カ
で
の
調
査
で
、
環
境
保
護
運
動
に
規

定
さ
れ
た
港
紙
用
ダ
ム
建
築
の
困
難
か
ら
く

る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
水
不
足
と
テ
キ
サ
ス

で
の
地
下
水
位
の
稲
作
用
汲
み
上
げ
に
よ
る

過
剰
低
下
を
確
認
し
た
。

耕
地
、
濯
瓶
十
郎
積
、
水
の
制
約
の
も
と
、

穀
物
供
給
の
増
加
は
単
収
に
頼
ら
さ
る
を
得

な
い
。
緑
の
革
命
は
小
麦
と
コ
メ
の
単
収
を

六
六
年
か
ら
八
五
年
の
期
間
、
表
ー
が
示
す

よ
う
に
非
常
に
早
く
増
加
さ
せ
た
。
そ
の
他
主

要
穀
物
の
単
一
収
も
か
な
り
早
く
増
加
し
た
。
し

か
し
穀
物
の
単
収
の
増
加
率
は
八
五
年
以
降

急
減
し
た
。
こ
の
よ
う
な
穀
物
の
世
界
平
均

の
単
収
の
増
加
率
の
最
近
の
急
減
の
理
由

は
、
①
世
界
の
化
学
肥
料
総
投
入
量
の
八
O

年
末
か
ら
の
減

少
と
九
0
年
代

中
期
か
ら
の
停

滞
げ
と
化
学
肥

料
の
穀
物
増
収

効
果
の
減
少
川

②
穀
物
品
種
に

蓄
積
さ
れ
た
技
少

術
知
識
の
枯
渇
け
の

③
ア
ジ
ア
や
世
桝

界
で
農
業
・
コ
一
日

メ
研
究
投
資
が
岬

八
0
年

代

か

ら

鵬

停
滞
し
て
き
た
川
伽

④
コ
メ
と
小
麦
繍

の
単
収
が
生
物
問

学
的
上
限
に
逮

し
た
か
も
し
れ

な
い
こ
と
N

⑤

世
界
で
の
農
業

用
水
の
不
足
や

土
壌
劣
化
の
進

行
な
ど
で
あ
ろ

.っ。
世
界
の
穀
物

単位年増加率%

全穀物平均 りj 米 麦 トウモロコシ 大 麦

61/70 0.0302 0.0272 0.0361 0.0217 0.0346 

70/85 0.0241 0.0213 0.02日) 0.0312 0.0126 

85/96 0.0120 0.0122 0.0144 0.0090 0.0063 

11 
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単
収
の
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
の
動
き
は
ど

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
世

界
各
国
・
地
域
開
の
大
き
な
穀
物
単
収
売
は

既
存
技
術
の
採
用
余
地
を
示
し
、
特
に
途
上

諸
国
で
は
適
切
江
化
学
肥
料
の
増
投
に
よ
り

単
収
増
と
環
境
破
壊
・
土
壌
劣
化
の
軽
減
の

両
方
が
可
能
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
げ
単
収

格
差
は
、
し
か
し
、
た
と
え
ば
小
麦
の
単
収

の
商
ヨ
!
ロ
ソ
パ
と
北
ア
メ
リ
カ
の
火
き
な

梼
差
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
潜
在
的
技
術

採
用
の
格
差
を
示
す
の
で
は
な
く
て
自
然
的

条
件
の
制
約
を
示
す
場
合
が
多
い
。
ア
ジ
ア

に
生
産
と
消
費
の
九
O
%
が
集
中
す
る
コ
メ

の
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
収
穫
面
積
も
減
少

し
て
お
り
、
一
一
O
二
O
年
に
か
け
て
の
人
口

爆
発
の
ど

l
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
は
年
率

三
%
の
単
収
増
が
必
要
で
あ
る
o
w
今
日
ま

で
の
育
穣
の
努
力
は
色
々
な
作
物
の
潜
在
単

収
を
年
一

1
二
%
程
度
引
き
上
げ
て
き
た

が
、
ド
長
期
に
わ
た
る
コ
メ
の
単
収
の
三
%
の

増
加
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
o

農
業
に
お
け
る
パ
イ
テ
ク
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
品
種
の
新
技
術
の
単
収
増
加
に
対
す
る
効

果
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
コ
メ
の
ハ
イ
ブ
リ
ソ
ド
品
種
は
大
規
模

世界のコメ 食糧市唱の特融と2020年の日本農業のあり方

に
は
中
国
の
み
(
九
二
年
に
収
穫
面
積
の
五

五
%
)
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ

の
種
子
生
産
の
高
い
費
用
を
中
国
の
低
労
賃

や
補
劫
金
が
支
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
単

収
は
二
O
%
ほ
ど
し
か
増
加
し
て
お
ら
ず
、

味
は
悪
い
。
小
麦
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
は

過
去
二
五
年
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
種

子
生
産
の
高
費
用
の
た
め
成
功
し
て
い
な

い
。
訂
遺
伝
子
転
換
や
遺
伝
子
地
図
作
製
の

方
法
に
よ
る
ハ
イ
テ
ク
は
、
過
去
二

0
年
間

作
物
単
収
を
大
幅
に
上
げ
る
と
期
待
さ
れ
た

が
、
現
在
現
実
的
成
果
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ

て
い
な
い
。
パ
イ
テ
ク
新
技
術
・
種
子
が
世

界
の
発
展
途
上
諸
国
の
農
家
に
広
く
普
及
す

る
ま
で
に
は
何
十
年
も
か
か
る
と
認
識
し
て

い
る
研
究
者
が
多
い
。
引

3 

4 

需
要
要
因

人
口
爆
発
は
一
九
九
O
年
か
ら
二
O
二
O

年
に
か
け
て
ピ

i
ク
と
な
り
、
開
界
人
口
は

毎
年
九
千
万
人
ほ
と
も
増
加
し
、
九
O
年
の

五
三
億
人
の
世
界
人
口
が
二
O
二
O
年
に
は

八
0
・
五
億
人
に
な
る
o

穀
物
(
コ
メ
、
小

麦
、
大
麦
、
ラ
イ
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

オ
ー
ト
麦
、
ソ
ル
ガ
ム
・
雑
穀
の
合
計
)
は

爆
発
す
る
世
界
人
口
が
必
要
と
す
る
カ
ロ

リ
ー
の
主
要
部
分
を
供
給
す
る
0
2

九
O
年

か
ら
一
一
O
二
O
年
に
か
け
て
の
発
様
途
上
諸

国
や
ア
ジ
ア
で
の
人
口
爆
発
は
そ
れ
だ
け
で
穀

物
必
要
量
を
爆
発
さ
せ
、
だ
か
ら
こ
の
期
間
に

穀
物
供
給
量
も
急
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

穀
物
需
要
は
人
口
爆
発
に
加
え
て
所
得
増

に
伴
っ
て
増
加
す
る
。
特
に
発
展
途
上
諸
国

で
一
人
当
た
り
所
得
が
増
加
す
れ
ば
、
先
ず

そ
れ
に
よ
っ
て
直
接
に
穀
物
需
要
が
増
加

し
、
さ
ら
に
食
事
で
動
物
性
蛋
白
質
の
重
要

性
が
増
し
、
そ
の
増
産
の
た
め
の
飼
料
穀
物

需
要
が
急
速
に
増
加
す
る
。
ア
ジ
ア
発
展
途

上
諸
問
問
は
世
界
銀
行
の
統
計
刊
に
よ
れ
ば
、

世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
急
成
長
し
、

こ
の
よ
う
な
事
態
が
進
行
し
た
。
特
に
急
成

長
し
た
中
国
で
は
続
料
穀
物
の
不
足
・
価
格

の
高
騰
・
輪
出
禁
止
な
ど
が
九
0
年
代
中
期

に
行
わ
れ
た
。

3 

5 

二

O

ニ
O
年
の
世
界
穀
物

需
給
の
予
測

以
i
の
穀
物
の
世
界
需
給
に
回
附
す
る
長
期

12 



分
析
を
基
礎
に
、
二

O
二
O
年
の
俊
界
、
所

得
階
層
別
国
家
グ
ル
ー
プ
、
中
国
、
イ
ン
ド

お
よ
び
日
本
の
穀
物
需
要
と
供
給
量
を
推
計

し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
需
要
面
で
は
、

F

A

O
の
食
糧
需
給
表
の
八
四

1
八
六
年
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
・
デ
ー
タ
と
官
官
産
に
お
い
て
予

想
さ
れ
る
続
料
穀
物
利
用
の
長
期
的
増
加
と

か
ら
穀
物
/
畜
鶏
肉
・
卵
生
産
転
換
率
を
推

計
し
、
飼
料
穀
物
需
要
の
増
加
を
人
口
成
長

率、

G
D
P
成
長
率
、
高
鶏
内
・
卵
需
要
の

所
得
弾
性
か
ら
推
計
し
て
い
る
。
人
口
と
人

口
成
長
率
は
局
連
の
中
位
推
計
、
九
三
年
の

斎
鶏
内
・
卵
需
要
と
穀
物
需
要
は
F
A
O
の

統
計
を
利
用
し
た
。
供
給
面
で
穀
物
生
産
の

成
長
率
は
上
述
の
最
近
の
殺
物
単
収
の
成
長

率
の
鈍
化
を
い
反
映
し
た
値
を
地
域
別
・
国
別

に
表
一
不
の
よ
う
な
値
と
し
た
。

穀
物
需
給
の
長
期
予
測
は
、
筆
者
や
レ
ス

タ
l
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
よ
う
に
需
給
を
独
立
に

F
A
O
、

予
測
す
る
方
法
と
彼
銀
、

R
Iと
日
本
の
農
水
省
の
よ
う
に
需
給
の
去

が
も
た
ら
す
価
格
謁
整
安
含
む
や
り
方
が
あ

る
o
れ
筆
者
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
農
水
省
は
二

O

一一

O
年
な
い
し
二

O
三
O
年
に
世
界
で
大
量

の
穀
物
不
足
が
発
生
し
価
格
は
上
昇
す
る
と

I
F
P
 

予
測
し
、
世
銀

と
I
F
P
R
i

は
二
十
一
世
紀

初
め
に
は
世
界

穀
物
価
格
は
低

下
す
る
と
す

る。

こ
の
よ
う

に
予
測
が
異
な

る
の
は
、
基
本

的
に
は
予
測
の

前
提
が
異
な
る

か
ら
で
あ
る
。

世
銀
と

i
F
P

R
I
の
前
提
の

中
心
は
農
地
は

減
少
せ
ず
穀
物

単
収
は
か
な
り

増
加
す
る
と
し

て
お
り
、
U

現

実
性
が
な
く
、

故
に
予
測
も
現

実
性
が
な
い
と

考
え
る
。

筆
者
の
推
計

で
は
二

O
二
O

需給予;Rljの前提

一寸1003 2020 1093-2020 

IJ~ l人当 穀物総 l人当 穀物総 年増加率(;)川
畜要弾肉の性卯所需得

率館/推畜定修料穀転正肉物卯換穀物需要量予測 百万人 fこり畜 需要量 fこり畜 需要員 人口 人当た GDP 
内卯消 日万トン 肉卵消 日万九 り畜肉卵
費量kg 費量i匂 消費量 fA仏:ial% 

世界合計 5522 39， 50 1830 58.4 3269 
1 000011461 4 

0.01458 。日34 0.68 3. 0日

低・中所得諸国 4280 23. 90 1072 58. .1 2342 O. 03354 0.06 O. 70 2. 40 

アンア途上諸国 3058 20. 70 730 54. 1 1473 0.0147 O. 03628 O. 06 O. 35 1. 80 

中国 1185 34. 50 366 91. 3 777 O. 0089 O. 03667 0.07 O. 60 3. 00 
fンl 885 3. 06 173 6.4 298 。0152 0.01794 0.06 O. 40 2. 00 

高所得諸閑a 1228 03.10 767 100 OB2472 00045 O. 0日262 0.022 0.15 5. 88 

日本 124 47.80 40 ~L~~1_4 O. 0日373 0.02 O. 20 3.50 

表2 2020年世界食糧

(食用穀物・鈎料穀物・畜肉卵)需給予調Ij

13 

(注) a 米国・旧ソ連、東西ヨーロソパ、日本、オセニア

「一 1993…2020l日93 2020 

一… 穀物生 穀物需要穀物供給量予刈
穀物生産量百万トン 産 超過量 ね物生産量年増加率

百万トン
百万九417 

世界合計 180，) 2852 
トー…

0.0171 

低・中所得諸国 930 1752 590 O. 0237 
アジア途上諸00 675 1153 320 O. 0200 

中国 340 610 167 0.0152 

インド 167 283 15 O. 0120 

高所得諸冨a 870 1 1O~ f-二131 。日D87

日本 11 O. 0081 

(注)弓 米E耳・旧ソ連、東西ヨ一口 yパ、日本、オセニア



伎界のコメ・食様子釘唱の椅散と2020年の日本農業のあり方

年
に
ア
ジ
ア
途
上
諸
国
で
三
・
二
億
ト
ン
の

膨
大
な
穀
物
の
不
足
が
発
生
す
る
。
そ
の
う

ち
中
国
は
了
七
億
ト
ン
、
イ
ン
ド
は
0
・一

五
億
ト
ン
、
世
界
全
体
で
は
四
・
一
七
億
ト

ン
ほ
ど
の
巨
大
な
不
足
に
な
る
。
高
所
得
諸

国
が
一
・
七
二
億
ト
ン
を
輸
出
す
る
が
、
必

要
量
を
大
幅
に
下
回
る
。
九
三
年
の
世
界
の

総
穀
物
貿
易
量
は
二
・
一
ニ
億
ト
ン
で
あ
る
か

ら
ア
ゾ
ア
や
世
界
の
不
足
景
は
膨
大
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の
穀
物
不
足
が
発
生

す
る
の
は
、
表
2
の
前
提
条
件
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
発
展
途
上
諸
国
の
人
口
爆
発
と
中
国

を
中
心
と
す
る
ア

ν
ア
や
そ
の
他
途
上
国
の

高
経
済
成
長
が
動
物
性
蛋
白
質
消
費
の
増
加

を
引
き
起
こ
し
そ
れ
に
伴
ゥ
て
飼
料
穀
物
需

要
の
爆
発
的
増
加
を
山
引
き
起
吋
」
す
マ
」
と
と
、

発
展
途
上
諸
国
を
中
心
に
自
然
資
源
・
環
境

・
農
業
技
術
制
約
が
穀
物
供
給
の
増
加
を
制

約
す
る
た
め
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
大
量
の

不
足
推
計
の
理
由
も
同
じ
要
因
に
よ
る
。

筆
者
や
ブ
ラ
ウ
ン
の
膨
大
な
穀
物
不
足
の

予
測
は
、
世
界
貿
易
市
場
の
穀
物
貿
易
価
格

の
上
昇
を
引
き
起
こ
す
。
筆
者
の
予
測
で

は
、
世
界
穀
物
需
給
の
長
期
の
側
絡
弾
性

(
価
格
上
昇
率
に
対
す
る
需
給
の
変
化
率
の

比
〕
を
0
・
一
五
と
す
れ
ば
、
貿
易
市
場
で

は
二
O
二
O
年
に
穀
物
価
格
が
九
三
年
と
の

比
較
で
五
O
%
ほ
ど
上
昇
す
る
。
こ
の
穀
物

貿
易
価
格
の
上
昇
は
発
展
途
上
諸
国
の
国
内

穀
物
価
格
を
か
な
り
上
昇
さ
せ
、
現
在
そ
れ

ら
諸
国
で
一
一
億
人
、
二
O
二
O
年
に
も
か

な
り
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
貧
困
人
口
に

大
き
な
図
難
を
も
た
ら
す
。

4 

ニ
0
2
0
年
の
日
本
の
農
業
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

4 

日
本
の
食
糧
・
穀
物
自
給

率
の
低
下
と
国
民
の
食
糧

の
安
全
保
障
に
関
す
る
不

安
の
増
大

東
ア
ジ
ア
の
韓
国
、
台
湾
、
日
本
で
穀
物

自
給
率
が
、
図
8
が
示
す
よ
う
に
戦
後
急
速

に
低
下
し
て
き
た
。
低
下
速
度
は
韓
国
と
台

湾
の
方
が
日
本
に
比
べ
早
い
。
欧
米
は
穀
物

輸
入
国
か
ら
輸
出
包
へ
な
い
し
輸
出
最
を
増

大
さ
せ
て
き
た
。
世
界
の
高
所
得
諸
国
の
中

で
こ
れ
ら
東
ア
ジ
ア
三
冨
だ
け
が
ザ
」
の
よ
う

な
特
殊
な
行
動
を
と
っ
て
き
た
。
日
本
の
場

合
穀
物
需
給
が
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
表

2
が
一
不
す
よ
う
に
穀
物
自
給
率
は
九
五
年
の

二
八
%
か
ら
二
O
二
O
年
に
は
二
一
%
へ
低

下
し
、
日
本
国
民
の
食
糧
の
安
全
保
障
に
関

す
る
不
安
は
増
大
す
る
。
最
近
の
世
論
調
査

で
は
国
民
の
八
O
%
以
上
が
基
本
的
食
料
は
価

格
が
高
く
な
っ
て
も
自
給
す
べ
き
だ
と
す
る
。

4 

2 

日
本
の
農
林
水
産
物
過
剰

輸
入

日
本
は
「
自
由
貿
易
の
利
益
」
を
過
度
に

追
求
し
、
穀
物
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
農
林
水

産
物
を
輸
入
し
す
ぎ
て
い
る
。
ド

A
O
の
統

計
に
よ
れ
ば
日
本
は
世
界
の
農
林
水
産
物
を

九
四
年
に
七
O
六
億
ド
ル
輪
入
す
る
世
界
最

大
の
農
林
水
産
物
輸
入
国
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
は
向
年
そ
れ
ぞ

れ
五
一
九
、
三
一
三
二
コ
一
三
一
億
ド
ル
ず
つ

輸
入
し
て
い
る
。
日
本
は
戦
後
農
林
水
産
物

の
輸
入
に
開
閉
し
て
、
こ
れ
ら
欧
州
諸
国
と
比

14 



世界各国・地域の穀物自給率の推移額 B
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べ
特
異
な
行
動
を
取
っ
て
き

た
。
ム
ハ
一
年
の
日
本
の
農
林

水
産
物
の
翰
入
額
の
世
界
総

貿
易
額
に
対
す
る
割
合
は
五

・
六
%
で
あ
っ
た
の
が
九
四

年
に
は
九
・
四
%
と
二
倍
近

く
に
増
加
し
た
の
に
対
し
、

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
こ
の

(資料)F 1¥0統計と臼本・緯国政府統計

比
率
は
伺
じ
期
間
に
そ
れ
ぞ

れ
六
%
ほ
ど
と
一
O
%
ほ
ど

で
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
イ
ギ

リ
ス
は
一
五
%
ほ
ど
か
ら
六

%
ほ
ど
に
低
下
し
た
。
ま
た

日
本
の
農
林
水
産
物
の
輸
入

額
は
、
同
じ
期
間
に
二
一
二
億

ド
ル
か
ら
七
O
六
億
ド
ル
へ

三
O
倍
ほ
と
に
な
っ
た
の
に

対
し
、
た
と
え
は
ド
イ
ツ
で

は
四
二
億
ド
ル
か
ら
五
…
九

億
ド
ル
へ
一
二
倍
に
し
か

な
っ
て
い
な
い
。

日
本
の
エ
ビ
輸
入
は
主
と

し
て
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
な
さ

れ
、
六
二
年
に
三
六
回
二
ト

ン
・
金
額
で
二
二
億
円
で
全

水
産
物
輸
入
額
の
四
六
%
を
占
め
た
が
、
九

一
年
に
は
ゴ
二
万
ト
ン
・
金
額
で
凶
二
一
九

億
円
で
全
水
産
物
輸
入
額
の
二
回
・
五
%
を

占
め
る
。
エ
ビ
輸
入
量
は
こ
の
期
間
に
八
五

倍
に
増
え
た
。
日
本
へ
の
翰
山
山
用
の
エ
ビ
の

養
殖
に
よ
っ
て
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
沿

岸
部
の
広
大
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
破
壊
さ

れ
、
沿
岸
部
が
激
し
く
汚
染
さ
れ
た
。
戦
後

急
増
し
た
日
本
の
農
水
産
物
輸
入
は
、
そ
れ

が
消
費
・
利
用
さ
れ
排
出
さ
れ
て
日
本
の
河

川
・
湖
沼
の
富
栄
養
化
や
沿
海
の
赤
潮
な
と

激
し
い
環
境
破
壊
を
も
た
、
り
し
た
。
ま
た
農

水
産
業
・
農
漁
村
も
衰
退
さ
せ
た
。
日
本
の

木
材
輸
入
額
は
六
七
年
に
は
九
・
一
一
一
億
ド
ル

で
あ
っ
た
が
、
九
O
年
に
は
七
四
・
七
億
ド

ル
に
な
っ
た
。
そ
の
か
な
り
の
部
分
(
九
O

年
に
は
輸
入
総
額
の
二
七
%
が
マ
レ
ー
シ
ア

と
イ
ン
ド
、
千
γ
7
か
ら
)
が
熱
帯
林
か
ら

来
、
熱
帯
林
の
破
壊
を
引
き
起
こ
し
、
日
本

林
業
も
衰
退
さ
せ
た
。

第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
九
三
年
の
大

冷
害
後
の
日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
や
ミ
ニ
マ

ム
・
ア
ク
セ
ス
輸
入
は
貿
易
米
価
や
ア
ジ
ア

国
内
米
価
を
引
き
上
げ
、
ア
ジ
ア
に
集
中
す

る
コ
メ
を
主
食
と
す
る
貧
隠
・
飢
餓
人
口
を
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危
機
に
陥
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
農
林
水
産
物
輸
入

は
、
そ
の
増
加
速
度
が
速
す
き
、
国
内
外
の

自
然
環
境
・
自
然
資
描
仰
を
激
し
く
破
壊
し
、

ア
ジ
ア
に
集
中
す
る
貧
国
間
・
飢
餓
人
口
を
危

機
に
陥
れ
る
と
い
う
意
味
で
過
剰
で
、
「
自

由
貿
易
の
利
益
」
の
過
度
の
追
求
で
あ
る
。

農
林
水
産
物
輸
入
水
準
を
適
切
化
し
、
コ
メ

な
ど
主
要
食
禄
の
自
給
を
基
本
と
す
る
日
本

の
農
林
水
産
業
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

4 

3 

ニ
O
ニ
O
年
の
日
本
の
農

業
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
主
要
側

面

世界のコメ・食糧市唱の特融と2020年目日本虚業のあり方

二
O
二
O
年
の
臼
本
農
業
構
想
の
慕
本
婆

素
は
、
コ
メ
自
給
、
多
毛
作
、
活
発
な
農
業

経
営
、
耕
畜
人
循
環
、
有
機
肥
料
低
投
入
・

低
環
境
破
壊
・
良
味
米
生
産
、
高
穀
物
・
食

糧
自
給
率
、
持
続
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
統

的
日
本
農
業
の
新
技
術
と
制
約
さ
れ
た
自
由
貿

易
の
利
益
の
理
念
に
よ
る
再
議
裂
と
言
え
る
。

第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
コ
メ
の
自
由
貿

易
の
利
誌
は
コ
メ
自
給
の
経
済
的
・
外
部
的

利
益
を
下
回
り
、
コ
メ
は
自
給
が
禁
ま
し
い

し
、
園
田
氏
も
そ
う
考
え
て
い
る
。
特
に
ア
メ

リ
カ
、

W
T
O
(世
界
貿
易
機
構
)
、

O
E

C
D
(
綬
済
協
力
開
発
機
構
〉
な
ど
は
、
食

糧
の
安
全
保
俸
は
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
確
保

で
き
る
と
す
る
。
し
か
し
ア
ジ
ア
に
集
中
す

る
膨
大
な
貧
函
・
飢
餓
人
口
は
自
由
貿
易
に

よ
り
米
舗
が
上
が
り
、
食
糧
の
安
全
保
障
を

失
い
、
危
機
に
瀕
す
る
。
ま
た
経
営
的
視
点

か
ら
、
さ
ら
に
国
土
利
用
の
視
点
か
ら
、
裏

作
作
物
(
例
え
ば
麦
類
)
を
生
産
し
多
毛
作

化
を
計
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
経
営
規

模
を
拡
大
し
活
発
な
農
業
経
営
者
が
呂
本
農

業
を
担
う
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
活
発
で
発

展
的
な
日
本
農
業
の
再
構
築
の
た
め
必
要
で

あ
る
。
米
麦
を
増
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
の
穀
物
・
食
糧
自
給
率
は
大
一
椙
に
上
昇

し
、
国
民
の
食
糧
の
安
全
保
障
に
関
す
る
不

安
は
解
消
さ
れ
る
。

枯
渇
性
資
源
の
化
石
燃
料
と
そ
れ
を
原
料

な
い
し
製
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
用

す
る
化
学
肥
料
や
農
薬
は
安
す
き
る
値
段
で

販
売
さ
れ
、
使
用
量
が
世
界
的
に
増
加
し
て

き
た
。
そ
れ
に
対
し
経
済
成
長
に
伴
う
労
賃

の
上
昇
は
畜
産
お
よ
び
人
間
の
有
機
廃
棄
物

な
ど
を
原
料
と
す
る
有
機
肥
料
の
生
産
と
利

用
の
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
、
利
用
は
あ
ま
り

増
え
ず
、
畜
産
と
人
閤
生
活
か
ら
の
有
機
廃

棄
物
は
か
な
り
の
量
が
環
境
に
排
出
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
有
機
廃
棄
物
、
化
学
肥
料
と

農
薬
、
急
増
し
た
農
水
産
物
輸
入
を
起
源
と

す
る
環
境
汚
染
は
、
地
下
水
の
硝
酸
態
窒
素

汚
染
、
農
産
物
の
農
薬
汚
染
、
土
壊
の
劣

化
、
河
川
、
湖
沼
や
海
の
富
栄
養
化
な
ど
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
畜
産
お
よ
び
人
間
の

排
植
物
と
里
山
の
草
木
を
刈
っ
た
も
の
な
ど

か
ら
作
っ
た
碓
厩
犯
な
ど
有
機
肥
料
を
米
麦

な
ど
緋
穏
生
産
に
利
用
し
て
有
機
的
循
環
ン

ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
た

B
本
の
伝
統
的
農

業
技
術
は
、
吋
近
代
化
」
に
よ
っ
て
循
環
が

切
断
さ
れ
た
。
ま
た
農
業
機
械
の
過
剰
な
使

用
は
、
土
壌
を
圧
縮
し
て
土
壌
浸
食
を
も
た

ら
し
た
。
「
近
代
化
」
の
名
の
下
で
の
化
学
肥

料
と
農
薬
お
よ
び
農
業
機
械
の
過
剰
使
用
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
出
投
入
比
率
を
低
下
さ
せ
、

化
石
燃
料
と
リ
ン
鉱
石
の
枯
渇
催
、
地
球
温
暖

化
な
ど
か
ら
長
期
的
持
続
伎
を
低
王
さ
せ
る
。

伝
統
的
日
本
農
業
の
循
環
を
新
し
い
形
で

取
り
戻
し
、
環
境
破
壊
を
削
減
し
、
日
本
農

業
の
持
続
性
を
向
上
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
日
本
国
内
で
化
学
肥
料
に
よ
り
投
入
さ
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れ
て
い
る
肥
料
資
源
よ
り
多
い
量
が
畜
産
と

人
間
の
有
機
廃
棄
物
の
中
に
存
在
す
る
。
こ

の
有
機
廃
棄
物
全
震
を
全
国
規
模
で
有
機
肥

料
に
転
換
し
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
二

O
二
O
年
ま
で
に
こ
の
有
機
肥
料
で

日
本
の
全
農
業
生
産
を
行
い
、
化
学
肥
料
の

使
用
を
極
小
化
し
、
環
境
破
壊
を
削
減
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
有
機
肥

料
の
投
入
量
を
削
減

(
L
I
S
A

低
投
入

持
続
農
業
)
し
、
米
麦
の
単
収
を
適
正
な
水

準
に
し
、
農
，
家
に
嫌
わ
れ
て
い
る
転
作
を
不

要
に
す
る
。
神
戸
大
学
の
保
田
教
授
に
よ
れ

ば
、
こ
の
コ
メ
単
収
の
適
正
化
に
よ
っ
て
コ
メ

の
味
は
大
偏
に
良
く
な
り
、
消
費
も
喰
え
る
。

家
主
同
と
人
間
の
有
機
廃
棄
物
か
ら
の
有
機

肥
料
の
肥
料
成
分
は
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る

化
学
肥
料
の
そ
れ
を
か
な
り
上
回
る
か
ら
、

こ
の
日
本
農
業
改
革
は
日
本
の
畜
産
の
規
模

の
削
減
を
含
む
。
こ
の
案
は
環
境
破
嬢
が
大

幅
に
減
り
コ
メ
の
味
も
良
く
な
る
か
ら
消
費

者
に
支
持
さ
れ
、
転
作
の
必
要
が
な
く
な
る

か
ら
農
家
に
も
支
持
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
農

家
に
と
っ
て
は
化
学
肥
料
を
や
め
有
機
肥
料

を
使
い
、
米
麦
の
単
収
を
大
幅
に
減
ら
し
、

畜
産
規
模
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
農
作
業
的

に
も
経
済
的
に
も
農
家
意
識
か
『
り
も
田
削
難
で

あ
る
。
要
請
さ
れ
る
こ
れ
ら
調
整
を
農
家
に

受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
実
現
さ
る

べ
き
農
業
経
営
規
模
の
増
大
を
考
慮
し
、
非

農
業
部
門
の
所
得
と
の
均
衡
に
留
意
し
た
農

業
所
得
の
補
償
が
必
要
で
あ
る
。
農
業
団
体

と
化
学
肥
料
会
社
に
も
損
失
が
生
じ
る
が
、

麦
の
増
産
と
流
通
量
の
増
加
お
よ
び
有
機
肥

料
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム
の
建
築
・
経
営
と

の
関
わ
り
で
マ
」
の
損
失
を
補
墳
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

農
業
所
得
の
補
償
は
、
前
に
述
べ
た
①
化

学
肥
料
の
使
用
を
な
く
し
有
機
肥
料
の
低
投

入
に
よ
る
環
境
破
壊
の
削
減
と
コ
メ
の
昧
の

改
善
②
コ
メ
自
給
の
確
保
お
よ
び
麦
作
の
復

活
に
よ
る
穀
物
・
食
糧
自
給
率
の
向
上
に
よ

る
食
糧
安
全
保
障
の
確
保
③
農
業
・
農
村
・

故
郷
の
復
活
な
と
外
部
性
価
値
の
確
保
④
転

作
の
不
要
化
や
土
壌
条
件
の
改
善
⑤
活
発
な

農
業
経
営
の
成
立
な
ど
を
内
容
に
し
た
、
消

費
者
と
農
家
間
の
社
会
的
契
約
の
形
成
を
慕

礎
に
、
農
業
生
産
の
増
加
を
同
引
き
起
こ
さ
な

い
(
デ
ィ
カ
ッ
プ
ル
さ
れ
た
)
直
接
所
得
保

障
の
形
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た

米
麦
栂
対
価
格
の
調
整
が
必
要
で
、
農
家
に

転
作
補
助
金
な
し
に
裏
作
麦
を
作
っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
麦
価
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

り
、
米
価
は
国
際
的
に
見
て
高
い
の
で
引
き

下
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
耕
種
農
業
を
改
革
し

た
と
し
て
も
米
麦
の
生
産
費
は
ア
ジ
ア
や
ア

メ
リ
カ
な
ど
を
大
幅
に
上
回
る
。
し
か
し
こ

の
格
差
は
、
改
革
に
よ
り
毘
民
が
享
受
す
る

部
に
述
べ
た
①

1
⑤
の
利
益
に
よ
り
十
分
以

上
に
埋
め
ら
れ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
の
同
国
境

措
置
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
は
九
九
年
に
コ

メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
輸
入
を
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
で
合
意
し
た
。
前
に
述
べ

た
日
本
農
業
の
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
は

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
翰
入
を
、
九
九
年
に

予
定
さ
れ
て
い
る
W
T
O
の
再
交
渉
で
返
上

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
日
本
は
国

際
交
渉
に
よ
り
農
産
物
貿
易
を
規
定
す
る
国

際
的
理
念
を
上
の
第
二
節
で
述
べ
た
主
要
農

産
物
の
自
給
を
基
礎
と
す
る
修
正
さ
れ
た
自

由
貿
易
の
利
議
の
理
念
に
従
う
方
向
に
修
正

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
ら
し
い
理
念
に

基
つ
く
農
業
改
革
構
想
は
呂
本
だ
け
で
な
く

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
こ
れ
ら
が
戦
後
コ

メ
自
給
を
追
求
し
て
き
た
事
実
か
ら
も
採
用
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表3 日本の米麦生産構造-2020年のヴィジョン

コ メ 麦類(3麦合計)

作付け面積単収(玄米) 生産量 作付け面積 単 収
千ha kg/ha 千トン 千ha kg/ha 

300l 3216 3208 l784 1840 
3308 3887 3832 l440 266l 
2923 434l l047 455 230l 
2377 4102 968 313 3003 

2074 5062 l207 367 3534 
3000 3000 3500 l500 2333 

世界のコメ・食繕市場町特融と2020年の日本厳重震のあり方

生産量
玄米千トン

065l 
12858 
l2680 
975l 
lO'190 
9000 

1950 
1日60
1970 
1980 
1990 
2020 

さ
れ
る
条
件
が
あ
る
。
故
に

日
本
は
国
際
交
渉
に
お
い
て

ア
ジ
ア
諸
国
と
協
力
す
る
こ

と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
欧
州
連
合

(
E
U
)
の
共

通
農
業
政
策
(
C
A
P
)
で
類

似
の
地
域
政
策
・
条
件
不
利

地
域
政
策
な
ど
が
す
で
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
政

策
と
の
す
り
あ
わ
せ
も
必
要

で
あ
る
。

4 

4 

ニ
O
二
O
年

の
日
本
の
農

業
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
の
内
容

二
O
二
O
年
を
考
え
る
の

は
現
在
か
ら
そ
の
時
ま
で
が

地
球
上
の
人
口
爆
発
が
ピ
ー

ク
状
態
で
、
毎
年
地
球
の
人

口
が
九
千
万
人
程
度
増
加

し
、
そ
の
期
間
に
人
間
行
動

が
食
糧
、
自
然
資
源
、
地
球
滋

暖
化
、
環
境
汚
染
、
技
術
進
歩

な
ど
の
制
約
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。

前
で
述
べ
た
方
向
へ
臼
本
農
業
を
改
革
す

る
た
め
に
は
以
下
の
よ
う
な
政
策
手
段
を
と

れ
ば
よ
い
。

川
適
正
単
収
米
変
複
合
生
産
構
造

日
本
の
米
麦
の
生
産
構
造
は
戦
後
、
表
3

の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
。
二
O
二
O
年
の

米
麦
複
合
生
産
適
性
単
収
減
造
は
伺
表
が
示

す
よ
う
に
、
ほ
ほ
一
九
五
O
年
の
構
造
を
新

し
い
技
術
で
再
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
O
…
一
O
年
の
稲
作
生
産
量
は
九
O
O
万

ト
ン
、
作
付
け
面
積
三
O
O
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
単
収
三
ト
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
最
は

コ
メ
自
給
を
前
提
と
し
、
有
機
肥
料
を
低
投

入
し
て
適
正
単
収
を
維
持
し
、
作
付
け
面
積

を
増
や
し
、
転
作
が
不
要
に
な
る
こ
と
を
考

慮
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
o

現
在
と
比
べ
三

O
%
ほ
と
作
付
け
面
積
が
増
え
、
逆
に
三
O

%
ほ
ど
単
収
が
減
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

麦
(
三
麦
計
〉
は
作
付
け
面
積
を
九
O
年
の

三
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一
五
O
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
へ
、
生
産
も
二
ニ
O
万
ト
ン
か
ら
三

五
O
万
ト
ン
へ
大
幅
に
増
や
す
。
単
収
は
二

二
ニ
ト
ン
で
稲
作
と
同
じ
よ
う
に
低
肥
料
投

入
、
適
正
単
収
で
あ
る
。

ω
有
機
・
循
環
・
低
投
入
・
低
環
焼
破

壊
農
業

二
O
二
O
年
の
米
麦
複
合
農
業
に
対
応
す

る
窒
素
肥
料
成
分
量
の
投
入
量
目
標
は
、
五

O
万
ト
ン
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
米
麦
の
上

記
適
正
単
収
に
対
応
す
る
適
正
投
入
水
準
で

あ
り
、
過
去
の
米
麦
の
単
収
と
窒
素
肥
料
投

入
量
の
関
係
式
(
図
帰
計
算
)
か
ら
求
め

た
。
こ
の
肥
料
投
入
は
有
機
肥
料
の
み
で
な

さ
れ
る
。
こ
れ
で
日
本
で
の
肥
料
に
よ
る
環

境
破
壊
は
激
減
す
る
。
庁
間
子
は
{
不
審
糞
尿
の

み
で
日
本
の
化
学
肥
料
の
窓
素
と
カ
リ
の
使

用
量
を
大
幅
に
上
回
る
肥
料
資
源
量
が
あ
る

と
し
て
い
る
o
m
m

リ
ン
酸
だ
け
は
家
畜
糞
尿

だ
け
で
は
大
幅
に
不
足
す
る
。
下
水
汚
泥
、

し
尿
汚
泥
、
厨
芥
、
一
豆
腐
か
す
の
肥
料
成
分

を
家
畜
糞
尿
に
加
え
て
も
向
じ
こ
と
が
言
え

る
。
富
岡
は
生
活
系
有
機
廃
棄
物
が
全
景
肥

料
に
変
換
さ
れ
る
条
件
で
、
化
学
肥
料
の
寒

索
成
分
を
ほ
ぼ
全
量
ま
か
な
え
る
と
計
算
し

た
。
リ
ン
酸
と
カ
リ
は
一
部
し
か
ま
か
な
え

な
い
。
刀
な
お
有
機
汚
泥
の
有
効
利
用
率
は

日
本
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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-
下
水
汚
泥
u

年
間
発
生
量
三
O
O
万
ト
ン

(
含
水
率
七
O
%
)
有
効
利
用
率
一
五
%

・
し
尿
汚
泥
一
年
間
発
生
量
二
二
万
ト
ン

有
効
利
用
率
二
五
%

・
食
品
工
場
か
ら
の
汚
泥
u

不
明

し
か
し
欧
米
で
は
有
機
汚
泥
の
農
地
還
元

率
が
四
四
%
と
い
わ
れ
て
お
り
日
本
の
有
効

利
用
率
は
こ
れ
に
比
べ
大
幅
に
低
い
o
n
こ

の
日
本
の
有
効
利
用
率
は
欧
米
並
に
引
き
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
家
畜
の
排
泌
物
と
生

活
系
有
機
廃
棄
物
の
肥
料
成
分
は
窒
素
と
カ

リ
に
開
閉
し
て
は
日
本
で
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
化
学
肥
料
の
そ
れ
を
大
幅
に
上
悶
る
。
人

間
と
家
畜
の
有
機
廃
棄
物
全
量
か
ら
有
機
肥

料
を
作
れ
ば
、
二
O
二
O
年
に
有
機
肥
料
は

過
剰
に
な
る
。
だ
か
ら
日
本
の
畜
産
規
模
を

削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
…
一
O
二
O
年
の
日
本
畜
産
の
頭
羽
数
構

造
は
第
一
次
接
近
と
し
て
一
九
九
三
年
の
半

数
と
し
た
。
こ
の
点
は
さ
ら
に
詳
細
な
研
究

が
必
要
で
あ
る
。
な
お
リ
ン
肥
料
に
関
し
て

は
有
機
肥
料
で
は
十
分
で
な
い
の
で
、
不
足

分
は
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

活
性
汚
泥
の
中
の
重
金
属
等
の
危
険
を
回
避

す
る
た
め
人
間
の
生
活
廃
棄
物
を
工
場
の
右
犠

排
棄
物
と
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
の
か
な
り
の
公
共
投
資
か
必
要
に
な
ろ
う
。

ω
高
い
食
糧
の
安
全
保
障

こ
の
農
業
改
革
に
伴
う
コ
メ
自
給
、
麦
類

の
大
増
産
お
よ
び
飼
料
穀
物
輸
入
の
畜
産
規

模
の
削
減
に
よ
る
一
四
O
O
万
ト
ン
ほ
ど
の

減
少
に
よ
っ
て
、
穀
物
自
給
率
は
九
二
年
の

二
九
%
か
ら
、
農
業
改
革
が
な
い
場
合
二
O

一
一
O
年
に
は
二
一
%
稜
度
に
な
る
の
に
対

し
、
五
二
一
%
ほ
ど
に
大
幅
に
増
加
し
、
食
糧

自
給
率
も
七
O
%
ほ
ど
に
増
加
す
る
で
あ
ろ

う
。
国
民
の
望
む
食
糧
の
安
全
保
障
は
か
な

り
縫
保
さ
れ
る
。

仰
価
格
・
備
蓄
政
策

農
業
改
革
の
米
麦
生
産
構
造
と
肥
料
使
用

構
造
の
変
革
は
、
上
述
医
長
契
約
に
基
つ
い

て
討
会
的
契
約
・
強
制
と
し
て
な
さ
れ
て
も

良
い
が
、
市
場
を
通
じ
て
な
さ
れ
れ
ば
よ
り

効
果
的
で
あ
ろ
う
。

米
麦
複
合
経
営
を
広
範
に
成
立
さ
せ
る
た

め
に
は
、
適
切
な
国
境
政
策
と
後
述
の
所
得

政
策
を
前
提
に
し
て
生
産
者
段
階
で
の
米
麦

栂
対
価
格
を
米
価
を
引
き
下
げ
、
麦
価
を
引

き
上
げ
る
調
整
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
米
申
一
互
に

関
し
て
政
府
が
緩
衝
在
庫
を
持
ち
、
コ
メ
に

つ
い
て
は
、
上
述
の
適
正
単
収
・
転
作
な
し

の
供
給
量
と
需
要
量
の
均
衡
水
準
の
生
産
者

米
価
を
毎
年
中
立
的
な
機
関
が
推
定
し
、
市

場
米
価
が
そ
の
水
準
に
収
飲
す
る
よ
う
市
場

操
作
を
行
う
。
コ
メ
の
政
府
緩
衝
在
庫
は
最

大
二
一
O
O
万
ト
ン
、
平
均
二
O
O
万
ト
ン
ほ

ど
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
麦
に
つ
い
て
は

か
な
り
の
輸
入
を
前
提
に
し
て
コ
メ
と
同
様

の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

肥
料
や
農
業
機
械
の
過
剰
使
用
に
関
し
て

は
、
ワ
イ
ゼ
ッ
カ

l
の
提
案
の
よ
う
に
、
川
口

例
え
ば
化
石
燃
料
の
価
格
を
徐
々
に
山
引
き
上

げ
て
い
っ
て
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
化

学
肥
料
と
農
業
機
械
の
利
用
コ
ス
ト
を
上
昇

さ
せ
ザ
」
れ
ら
生
産
要
素
の
過
剰
な
使
用
が
抑

制
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
化
学
肥
料
は

原
料
お
よ
び
生
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
化
石

燃
料
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
化
石
燃
料
価

格
の
適
切
な
引
き
上
げ
は
、
化
学
肥
料
の
価

格
を
有
機
肥
料
と
の
比
較
で
引
き
上
げ
、
農

業
経
営
者
は
自
発
的
に
化
学
肥
料
の
使
用
を
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減
ら
し
有
機
肥
料
の
使
用
に
向
か
お
う
。

問
所
得
政
策

大
規
模
専
業
個
人
経
営
、
生
産
組
織
、
集

落
営
農
、
公
社
経
営
、
農
協
主
体
の
経
営
な

ど
可
能
な
経
営
形
態
に
よ
り
農
業
経
営
規
模

を
か
な
り
拡
大
し
て
も
、
コ
メ
自
給
確
保
の

生
産
水
準
で
農
家
の
農
業
所
得
水
準
は
非
農

業
部
門
の
所
得
水
準
よ
り
か
な
り
低
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
農
家
と
消
費
者

が
、
有
機
肥
料
の
低
投
入
に
よ
る
循
環
環
境

維
持
農
業
の
維
持
、
適
正
単
収
と
転
作
の
不

要
化
、
複
合
経
営
の
一
般
化
に
よ
り
美
味
し

い
コ
メ
の
自
給
と
安
定
供
給
お
よ
び
麦
自
給

率
の
上
昇
に
よ
る
食
糧
の
安
全
保
障
の
確
保

に
関
す
る
社
会
的
契
約
を
結
び
、
そ
の
見
返

り
と
し
て
定
額
所
得
檎
償
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。

E
U
の
共
通
農
業
政
策

(
C
A
P
)

に
お
け
る
地
域
政
策
の
な
か
で
の
、
農
業
生

産
に
対
す
る
低
投
入
を
条
件
と
し
た
定
額
所

得
補
助
金
の
よ
う
な
形
で
、
例
え
ば
下
段
表

組
の
暫
定
案
の
よ
う
に
地
域
格
差
を
つ
け
て

支
出
す
れ
ば
よ
い
。

二
O
二
O
年
の
日
本
農
業
は
、
米
麦
複
合

経
営
が
一
般
化
し
、
化
学
肥
料
ほ
と
ん
ど
使

用
せ
ず
、
そ
れ
を
人
間
の
有
機
廃
棄
物
と
頭

羽
数
規
模
を
か
な
り
減
ら
し
た
畜
産
の
廃
棄

物
か
ら
生
産
す
る
有
機
肥
料
で
置
き
換
え
て

低
投
入
し
た
有
機
循
環
シ
ス
テ
ム
に
な
る
。

こ
の
循
環
ゾ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
っ
て
呂
本

農
業
に
よ
る
環
境
破
壊
は
大
偏
に
削
削
減
さ
れ

る
。
か
つ
美
味
し
い
コ
メ
の
自
給
の
復
活
と

麦
類
の
大
幅
な
増
産
に
よ
り
穀
物
と
食
糧
の

自
給
率
は
か
な
り
上
昇
し
、
国
民
の
食
糧
の

安
全
保
障
に
回
附
す
る
不
安
感
は
大
幅
に
緩
和

さ
れ
る
。
日
本
の
膨
大
な
食
料
輸
入
は
削
減

さ
れ
、
こ
の
輸
入
に
よ
る
国
内
外
の
環
境
破

壊
は
削
削
減
さ
れ
、
膨
大
な
貧
困
・
飢
餓
人
口

の
居
る
発
展
途
上
諸
国
か
ら
日
本
が
食
糧
を

大
量
に
輸
入
す
る
と
い
う
矛
盾
も
解
治
で
き

る
。
冬
季
で
も
日
本
の
農
村
は
麦
畑
の
緑
に

覆
わ
れ
、
農
業
・
農
村
・
故
郷
は
維
持
さ

れ
、
転
作
は
な
く
な
り
、
農
地
利
用
率
の
増

大
、
農
業
経
営
の
規
模
は
拡
大
し
て
活
発
な

農
業
経
営
が
普
及
し
、
そ
し
て
適
切
な
国
境

措
置
を
維
持
し
つ
つ
米
麦
の
国
内
流
通
の
自

由
化
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
に

と
っ
て
も
治
費
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
自

給
的
・
循
環
的
・
持
続
的
で
公
正
な
日
本
農

業
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
。

西日本での農家への地域別定額補助金暫定案に伴う農業所得試算

前提・米価;2万円/60kg，麦類;政府買入れ価格小麦9100阿/60kgを減単収分33%程を補って

12000円にする。所得率50%。

山陽・碁準規模3ha. (契約補助金100万円/hax 3 h3~300万円)十コメ所得 (50俵 X3hnXl 万円
~150万円)+麦所得 (39俵 X3haX60口 D円 ~70. 2万円)~520. 2万円

中間・基準規模7ha. (契約補劾金 30万円/haX7 hn~21O万円)+コメ所得 (50俵 X 7 haX 1万丹
~350万円)十麦所得 (39{，表 X 7 haX6000円 ~163. 8万円 )~723.8万円

平地・基準規模20h3. (契約補助金 10万円/haX 20ha ~200万円)十コメ所得 (50{表 x20haX 1万円
二 1000万円)+麦所得 (39俵X10ha X 6000円 ~234万円) ~ 1434万円
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